
【コース４】

徳川家康が愛した静岡茶をめぐるコース



【コース４】 徳川家康が愛した静岡茶をめぐるコース

〇シェアサイクルで周るのがおすすめ！

静岡市シェアサイクル「PULCLE パルクル」 https://pulcle.jp/

静岡市内 160 ヶ所以上のポート（サイクルステーション）があり、いつでも、どこのポートでも自転車の貸出・返却がで

きる静岡市の新しいシェアサイクルシステム。借りられるのは、すべて電動アシスト付き自転車。登り坂の多いオクシズ

方面へもサイクリングを楽しめる。

スマートフォン用アプリから予約、支払い、貸出、返却の操作が可能。15 分 70 円、12 時間まで 1,000 円。

予約・借りる際にはバッテリー充電状況を要チェック。

地域 中部（静岡市）

コース概要 お茶を好んだ徳川家康と徳川家御用茶にちなんだスポットをめぐるコース

対象 お茶マニア

ポイント

・静岡市シェアサイクル「PULCLE パルクル」（レンタル電動自転車）を使い、街から山まで移り

変わる風景を楽しむ。

・本山（ほんやま）茶、徳川家康の故事にちなんだ熟成茶を購入できる。

・お茶摘み体験と新設の茶畑テラスで新茶を味わえる。

＜パルクル＞



コース詳細

START JR 静岡駅

▼

▼

▼

【駿府城公園まで】 自転車：６分（1.4km）

自家用車：８分 徒歩：15 分 公共交通：バス 15分

※駿府浪漫バス・コミュニティーバス「こしず」のご利用が便利。

「JR 静岡駅（北口 10番のりば）」で乗車し、「東御門」で下車。

〇JR静岡駅北口を出て左、タクシー乗り場付近に「パルクル」のス

テーションあり。

最寄りサイクルステーション

・静岡駅北口駅前広場

駿府城公園 （紅葉山庭園 立礼席）

駿府城は徳川家康が建てた城。晩年、家康は駿府城へ入城して隠居の身となり、茶を楽しんだと言われている。

現在は本丸と二の丸の城跡が「駿府城公園」として整備され、市民の憩いの場となっている。

できること

①日本庭園を眺めながら静岡市産の新茶が楽しめる（紅葉山庭園立礼席にて、有料）。

②徳川家康が建てた天守台の石垣が見られる（天守台発掘調査現場見学ゾーン・発掘情報館きゃっしる）。

③駿府城公園内より発掘された資料の展示や「竹千代手習いの間」（復元）が見学できる（東御門・巽櫓、有料）。

▼

▼

▼

【小島茶店まで】自転車：7 分（1.3km）

自家用車：5 分 徒歩：17 分 公共交通：バス 23分

※新静岡バスターミナルまで徒歩 9分・2 番のりばより藁科線（安

西・山崎経由）谷津ターミナル行き「一番町」バス停下車（10

分）→徒歩 4分

寄り道スポット

・協和製茶 倉庫茶屋

小島茶店

明治年間創業の茶問屋。全国に 14人だけという「茶鑑定技能最高位・十段」の茶師と５人の日本茶インストラク

ターが在籍。徳川家康公は茶壷に詰めたお茶を井川のお茶蔵に保管し、秋になると蔵から取り寄せて楽しんだとい

われているが、小島茶店ではその故事にちなんだ「熟成茶」の販売も行っている。今年のフレッシュな新茶と、昨年

度産の熟成茶を購入して味比べしてみては？

できること

①八十八夜の茶、本山茶の試飲と購入ができる。

▼

▼

▼

【足久保ティーワークスまで】自転車：45 分（10km）

自家用車：22 分 徒歩：2時間 10 分 公共交通：バス 45分

※「八千代町」バス停まで徒歩6分・美和大谷線（奥長島行き）乗

車→「八十岡入口」バス停下車（30 分）→徒歩 9分

※ファミリーマート静岡新足久保店を過ぎるあたりから茶畑の風景

が楽しめる。

※バス利用の場合、本数がとても少ないため注意。

足久保ティーワークスからの

寄り道スポット

・狐石



足久保ティーワークス

1997年に足久保の茶農家が約50軒集まり発足した「足久保ティーワークス茶農業協同組合」。2017年には工

場の隣にあった販売所をカフェに改装、茶摘み体験イベントや茶畑オーナー制度なども積極的に行っている。

足久保のお茶は御用茶として徳川家に献上された歴史を持つ、江戸時代のブランド茶であった。

できること

① 茶摘み体験＆茶畑テラスでドリンクを味わう（有料）。

▼

▼

▼

【JR 静岡駅までの交通】自転車：45 分（11.5km）

自家用車：21 分 徒歩：２時間 20分 公共交通：バス 49分

「八十岡入口」バス停まで徒歩９分・美和大谷線 （静岡駅経由）

東大谷行き乗車→「静岡駅前」バス停下車（40 分）

最寄りサイクルステーション

・静岡駅北口駅前広場

GOAL JR 静岡駅



各店情報

地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：文化施設

施設・店舗名 駿府城公園 紅葉山庭園 立礼席

住所 〒420-0855 静岡県静岡市葵区駿府城公園 1-1

定休日 月曜日（祝日営業）

駐車場

なし。

近隣のコインパーキングを利用のこと。市民文化会館前駐車場（地下駐車場・有料）

その他、近隣の有料駐車場は静岡市中心街の駐車場案内システム「おまちく～る」で検索

できる（URL：http://omachi-cool.com/）。

営業時間 紅葉山庭園 9：00～16：30（入園は 16：00 まで。立礼席ラストオーダー16:00）

電話 054-251-0016

ホームページ https://sumpu-castlepark.com/

内容

・新茶の呈茶（新茶の状況次第のため、期間は未定）。静岡市内の新茶を提供。

※価格未定（3/31 現在）。

※期間中は、新茶と抹茶（共にお菓子付）を提供。

予約 不可。お席が空いていれば利用可能。

備考

入場料金は以下のとおり。

※紅葉山庭園立礼席での呈茶サービスは、入場料に加えて呈茶料が必要。

【共通券】

駿府城公園全施設（東御門・巽櫓、坤櫓、紅葉山庭園）共通券

¥ ¥大人 360（団体 30 名様以上 280）

¥ ¥小人 120（団体 30 名様以上 90）【小・中学生】

【各施設入場券】

¥ ¥大人 東御門・巽櫓 200（団体 30 名様以上 160）

¥ ¥大人 坤櫓 100（団体 30名様以上 80）

¥ ¥大人 紅葉山庭園 150（団体 30名様以上 120）

¥ ¥小人 各施設 50（団体 30名様以上 40）【小・中学生】

http://omachi-cool.com/


画像データ

＜立礼席入口＞

＜紅葉山庭園＞

＜昨年の新茶呈茶セット＞



地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：茶販売店

施設・店舗名 小島茶店

住所 〒420-0015 静岡県静岡市葵区錦町 19番地

定休日
通常は土日祭日お休み（ゴールデンウィークは営業）。

※お茶まつり期間は、15日のみお休み。

駐車場 あり（お店の裏側に 1台）

営業時間
8:00～19:00

※朝 8:30 頃なら静岡茶と徳川御用茶の歴史に詳しい小島康平社長が対応してくれる。

電話 054-252-1955

ホームページ https://www.e-cha.jp/

内容

八十八夜の茶、本山茶の試飲と販売

現在販売中の熟成本山茶は在庫が少ないため、売り切れ次第販売終了となります。

次回の熟成茶販売予定は 2022 年 10 月後半です。

予約 不要

画像データ

＜店舗入口＞ ＜本山茶の商品＞



地域：中部 新茶フェア：パートナー店 種別：茶生産者

施設・店舗名 足久保ティーワークス

住所 〒421-2124 静岡県静岡市葵区足久保口組 2082-2

定休日 月・木曜日（祝日の場合は翌日定休）

営業時間 9:30～16:00

電話 054-296-6700

ホームページ https://www.ashikuboteaworks.com

内容

・販売店舗・カフェ名は「山茶寛・teaworkscafe」

・お茶摘み体験と茶畑テラスでドリンクを飲む（1 名様 1000 円・毎日開催・テラス利用する

場合は 15：30 までに受付）。

【流れ】店頭受付→店舗前の茶畑で約 10 分の茶摘み体験→ドリンク受け取り→店舗前の

テラスへ（最長 15 分）。

↑ ５月１、２日は茶畑オーナー向けの茶摘みイベントのため混雑する可能性有り。

・その他、通常メニューとしてお茶を使ったフローズンドリンクやラテなどがある。

予約 不要

画像データ ＜茶工場と茶畑テラス遠景＞ ＜茶畑テラス（2022 年 3 月完成）＞

＜外観＞ ＜ドリンク＞



プラスしてもっと楽しむ 寄り道スポット

・協和製茶 倉庫茶屋（新茶フェア：パートナー店）

製茶問屋・協和製茶の工場敷地内にある小売店。お茶やお茶クッキー、急須などの茶器を購入できる。昭和 20年

から 30 年頃に使用されたお茶の製造機械が展示されており、お茶マニアなら立ち寄ってみてほしいスポット。これらの

機械は茶農家の倉庫に眠っていたもので、協和製茶の成岡揚蔵社長が「静岡茶業の繁栄を支えた道具を保存したい」

と考えて譲りうけ、展示している。

営業時間：5/2(月）～5/7(土)10:00～12:00 位

5/9(月）～5/13(金)10:00～14:00 いずれも 12:00～13:00 閉館

駐 車 場：あり（工場敷地内のため、トラックの出入りに注意して下さい。）

予 約：不要（営業時間中にご来店ください）

・狐石（エントリー外）

静岡茶発祥の地とされる足久保にある巨大な石碑。松尾芭蕉の句「駿河路や はなたちばなも 茶のにほひ」が刻

まれている。また、江戸時代に駿府の茶商・山形屋庄八（初代竹茗）が、一度は廃れていた高級煎茶の製法を地元の

人々の協力のもとで復活させた経緯が記されている。狐石あたりまで行くと、急傾斜の茶畑風景が楽しめる。

所在地：静岡県静岡市葵区足久保奥組（しずてつジャストライン 美和大谷線・奥長島行き「長島」バス停より徒歩 3

分）

＜倉庫茶屋店内と成岡揚蔵社長＞ ＜倉庫茶屋入口＞

＜狐石と刻まれた文章についての掲示＞



モデルコース一覧

①大河ドラマの舞台“ぶしのくに静岡県”の伊豆の国をめぐるコース（東部：伊豆の国市）

②沼津茶の礎を築いた郷土の偉人・江原素六を知るコース（東部：沼津市）

③大迫力の富士山とお茶を楽しむコース（東部：富士市・富士宮市）

④徳川家康が愛した静岡茶をめぐるコース（中部・静岡市）

⑤お茶の香ただよう茶問屋街、茶町界隈ぶらり散歩コース（中部・静岡市）

⑥ちゃっきりぶしと清水港から海を越えた静岡茶コース（中部：静岡市）

⑦新しくなったとんがり屋根と新茶香る藤枝茶町コース（中部：藤枝市）

⑧日本三大玉露産地・岡部で和の風情を味わうコース（中部：藤枝市）

⑨出発進行！川根路をお茶で旅するコース（中部：島田市・川根本町）

⑩牧之原台地で「茶の都しずおか」を見る、知る、味わうコース（中部：島田市・牧之原市・菊川市）

⑪e バイクで海へ茶畑へ「御前崎つゆひかりカフェ」めぐり（西部：御前崎市）

⑫お茶摘み・絶景・茶スイーツ！掛川茶まるごと楽しむ２日間コース（西部：掛川市）

⑬遠州森町で茶縁結び！お茶屋めぐりと小國神社お参りコース（西部：周智郡森町）

⑭遠州三山と門前のお茶めぐりコース（西部：袋井市）

⑮天竜・浜松こだわりのお茶めぐりドライブコース（西部：浜松市）

※その他のコースの詳細については世界お茶まつり 2022 公式ホームページにて御確認ください。


